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独
立
後
に
事
業
が
自
立
し
て
運
営
で
き
る
状
態
を

「
形
だ
け
分
社
化
」に
陥
ら
な
い

た
め
の
実
務
上
の
留
意
点

第５章

わ
ち
Ｔ
Ｓ
Ａ
で
あ
る
。
分
離
の
効
力
発
生

後
も
一
定
期
間
、
親
会
社
が
間
接
機
能
を

有
償
で
提
供
し
続
け
、
新
会
社
は
そ
の
間

に
自
前
の
体
制
を
構
築
す
る
。
Ｔ
Ｓ
Ａ
の

設
計
で
重
要
な
の
は
、
対
象
サ
ー
ビ
ス
の

範
囲
と
水
準
、
対
価
、
終
了
期
限
を
具
体

的
に
定
め
る
こ
と
で
あ
り
、
期
限
の
曖
昧

な
Ｔ
Ｓ
Ａ
は
新
会
社
を
親
会
社
に
依
存
さ

せ
続
け
、
分
社
化
の
目
的
を
侵
食
す
る
。

Ｔ
Ｓ
Ａ
は「
切
れ
る
こ
と
」を
前
提
に
設
計

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン
イ
シ
ュ
ー
に
は
、
社

内
機
能
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
対
外
関
係

の
再
構
築
も
含
ま
れ
る
。
事
業
に
必
要
な

許
認
可
は
法
人
に
紐
づ
く
も
の
が
多
く
、

新
会
社
で
の
再
取
得
に
要
す
る
期
間
が
分

社
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
全
体
を
規
定
す
る
こ

と
が
あ
る
。
取
引
契
約
に
も
、
会
社
分
割

に
よ
る
契
約
上
の
地
位
の
移
転
を
相
手
方

の
同
意
事
項
と
す
る
条
項
や
、
支
配
権
の

変
動
を
解
除
事
由
と
す
る
チ
ェ
ン
ジ
・
オ

ブ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
条
項
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。
重
要
な
販
売
契

約
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
、
賃
貸
借
契
約
、

融
資
契
約
を
早
期
に
棚
卸
し
て
、
同
意
取

得
の
要
否
と
交
渉
方
針
を
整
理
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
見
落
と

し
１
つ
が
、
効
力
発
生
日
の
延
期
や
主
要

取
引
の
喪
失
に
つ
な
が
る
。

【
こ
の
章
の
エ
ッ
セ
ン
ス
】

●
分
社
化
の
成
否
は
会
社
法
上
の
手
続
な

ど
の
ス
キ
ー
ム
で
は
な
く
、独
立
後
に
事

業
が
自
立
し
て
運
営
で
き
る
状
態
を
作

れ
る
か
で
あ
る
。

●
人
材
、シ
ス
テ
ム
、知
財
、ガ
バ
ナ
ン
ス
な

ど
の
論
点
は
、分
社
後
で
は
な
く
分
社

前
か
ら
設
計
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

●
最
大
の
失
敗
パ
タ
ー
ン
は「
形
だ
け
分

社
」で
あ
り
、親
会
社
の
統
制
と
新
会
社

の
自
律
性
の
境
界
を
明
確
に
設
計
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

分
離
の
実
務
は
Ｐ
Ｍ
Ｉ
の

裏
返
し
で
あ
る

Ｍ
＆
Ａ
の
世
界
で
は
、
買
収
後
の
統
合

プ
ロ
セ
ス（
Ｐ
Ｍ
Ｉ
）の
巧
拙
が
案
件
の
成

否
を
決
め
る
こ
と
は
、
も
は
や
常
識
で
あ

る
。し
か
し
、そ
の
裏
返
し
で
あ
る「
分
離
」

の
プ
ロ
セ
ス
、
セ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
務

が
同
じ
重
み
で
語
ら
れ
る
こ
と
は
、
い
ま

だ
少
な
い
。

統
合
が
２
つ
の
組
織
を
１
つ
に
編
み
上

げ
る
作
業
だ
と
す
れ
ば
、
分
離
は
１
つ
の

組
織
か
ら
事
業
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
取
り
出

す
作
業
で
あ
る
。統
合
に
は「
重
複
を
削
る
」

と
い
う
わ
か
り
や
す
い
経
済
合
理
性
が
働

く
の
に
対
し
、
分
離
で
は
、
こ
れ
ま
で
１
つ

で
済
ん
で
い
た
機
能
を
２
つ
に
増
や
す
と
い

う
、
逆
方
向
の
力
学
が
働
く
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
分
社
化
の
成
否
を
分
け
る
実

務
論
点
を
５
つ
に
絞
っ
て
論
じ
る
。

論
点
１：ス
タ
ン
ド
ア
ロ

ン
イ
シ
ュ
ー
―
独
り
立
ち

の
コ
ス
ト
を
直
視
す
る

第
１
の
論
点
は
、
切
り
出
さ
れ
る
事
業

が
単
独
で
成
り
立
つ
た
め
に
必
要
な
機
能

の
特
定
と
、
そ
の
コ
ス
ト
の
見
積
り
で
あ

る
。
実
務
で
は
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン
イ
シ
ュ
ー

と
総
称
さ
れ
る
。

事
業
部
門
は
、
本
社
の
間
接
機
能（
経

理
、
人
事
、
法
務
、
Ｉ
Ｔ
、
調
達
、
資
金

管
理
な
ど
）に
支
え
ら
れ
て
動
い
て
お
り
、

分
社
後
は
新
会
社
が
自
前
で
持
つ
か
、
外

部
か
ら
調
達
す
る
か
、
親
会
社
か
ら
購
入

す
る
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
独

り
立
ち
の
コ
ス
ト
、
い
わ
ゆ
る
ス
タ
ン
ド

ア
ロ
ン
コ
ス
ト
は
検
討
の
初
期
段
階
で
ほ

ぼ
例
外
な
く
過
小
評
価
さ
れ
る
。
事
業
部

門
の
損
益
計
算
書
に
は
本
社
費
が
配
賦

ベ
ー
ス
で
し
か
載
っ
て
お
ら
ず
、
実
際
の

コ
ス
ト
と
は
乖
離
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

特
に
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
分
離
は
、
金
額
と

リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
両
面
で
最
大
の
難
所
と

な
る
こ
と
が
多
く
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
を
共

用
し
て
い
る
場
合
は
年
単
位
の
期
間
と
相

応
の
投
資
を
要
す
る
。

現
実
解
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
が
、
移

行
期
間
中
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
契
約
、
す
な


